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創造力を評価する ： 日米作文法指導比較

渡辺　雅子　 （国際日本文化研究セ ン ター
）

1．は じめに

　 1985 年の 教育改革 以来、「個性 」や 「創

造力」 とい っ た標語が教育政策の 中心 とな っ て

い るが 、 実際の教育現場で は それ らが どう解釈

されて い るの か に つ い て の 実証 的な研究は少

ない 。そ こ で本発表で は 日米の 小学校における

作文指 導法の 違 い に注 目 し、 どん な コ ンテ ク ス

トで個性や創造力 が教師に よっ て 評価 されて

い るの か、また個性や創造力が 生徒の 作文に い

かに反映 されて い るの かに つ い て報告を行 う。

また 「自由に の びのび と」作文を書 くよ うに指

導され る日本の 学校で なぜ 似通 っ た作 文が書

かれ る よ うに な り、

一
方作 文を技術 として厳格

に教える米国で なぜ 多様な作文が見 られ るの

か 、 その パ ラ ドッ クス に つ いて も考察す る。

2，研究対象 と調査方法

調査竝象 ：日米併せ て 5校 （日本 2校米国 3校）

か ら合計 8 クラ ス の 小学校 5 ・6年生 を対象に 、

そ れぞ れ 2 ヶ 月 にわた っ て行 っ た 。 日米 の 比較

に 重点 を置 くた め学校は い ずれ も ニ ュ
ーヨ ー

ク と名古屋市郊外の 社会的 ・経済的に裕福な地

区か ら選ばれた 。

詬　　
’

： 以下の 5項 目で 行われ た。 1）作文

法 を中心 と した授業の 観察 ： 2）作文法お よび

国語の教科書の 分析 ： 3）教師 へ の イ ン タビ ュ

ー
：4）生徒に よ っ て書かれ た作文 と教師の コ メ

ン トの 分析 ： 5）4 コ マ の絵を使 っ た認知実験

（被験者数 日本 144 人 ・米国 82 人）

3 ．調査結果

a 、）　良い 作 文とは

良い 作 文の フ レ ーム ワ ーク を明 らか に する こ

とは 、 個性や創 造力が表現 される コ ンテ ク ス ト

を知る上で 重要で ある 。
「個性的 ・創造的」 で

あ る こ とは 日米 両国の 教師 が良 い こ と と認め

て い るが 、 どんな作文 を良い 作文 と判断するか

に は 日米で 顕著な違い が見 られた 。 教師の イン

タ ビ ュ ーに よ っ て 明 らか に され た米 国におけ

る良い 作文 とは、自分の 書 く目的に最も適 した

文章の ジャ ン ル を選び 、 そ の様式 （構成 ・言葉

の 使い かた）に沿 っ て考えが表現されたも の で

あ っ た 。 日本におい て は、生 き生 きとした気持

ちの表現がある もの 、 心 の動 きが表現され て い

る もの 、また 自分の考えが述 べ られて い る もの

が良い 作文の 条件 とされた 。

こ れ らの 基準は教師の 指 導 と教科書 に も反 映

されて い た。 観察対象 とな っ た米国の 5年生の

教科書 には、12 の 異な っ た ジ ャ ンル の作文法

が紹介 されてお り、日本の国語に相 当する ラ ン

ゲージ ア ー トの 授業 や作文の 宿題で も異な っ

た ジ ャ ンル を書き分ける訓練がな されて い た 。

日本で は 、 作文 の課題 は運動会や修学旅行の 思

い 出など共通の体験を振 り返 るもの、また教科

書 に出て くる物 語や本の感 想文 に集 中 して い

た 。 授業で感想文を書かせ る時には 、
「良い感

想文を書こ うと思わ ず感 じた ま ま を書 きな さ

い 」
「思 っ たこ とを自由に 書 きなさい 」 とい っ

た指導の 言葉が聞か れ た 。

b．） 評価の 基準

米国では約 300 編、日本で は約 200 編の 生

徒の作文 を読む機会 に恵 まれたが、米国で はほ

とん どの 作文の 宿題 やプ ロ ジ ェ ク トに対 して

A ＋か ら C 一
まで明確に成績が書き込 まれ 、 良

い 点、改善すべ き点が教師の具体的なコ メ ン ト

として 述べ られて い た。 また米 国の 観察対象 に

な っ た ニ ュ
ーヨ ーク 州で は 小学校最終学年の

生徒 は州 が実施 する作文試験 を受けなければ

な らない 。 生徒は事前に レ ベ ル 4 か ら 1 まで の

論文（essay ）と自由作 文（creative　writing ）の 統

一
採点基準表 を渡 され 、 練習用の チ ェ ッ ク リス
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トとして 使っ て い た 。

一
方日本で は教師が良い

と判断 した 「表現」 に波線や丸印が つ け られ、

作文の最後に教師の 「作文 を読んで い る と○○

さんの 楽 しか っ た気持ち が伝 わ っ て くる よ う

で す」
「すば ら しい 表現だね」 とい っ た共感的

な コ メ ン トが述 べ られて い た 。 内容や構成 に関

して批判的な もの は無 く、
「一番大事な 自分の

考えが述 べ られて い ませ ん よ」とい う
一

例のみ

が 観察され た 。

c ．） 絵を使 っ た認知実験

ある少年の 一
日の 出来事を描写 した 4 コ マ の

絵に つ い て 「こ の 日が少年に と っ て どん な
一

日

だ っ たか 」に っ い て作文す る実験で は、作文の

パ ターン に 日米で 統計的に有為で顕 著な差が

認め られた 。 作文の構成 に関 して は 、 日本の 生

徒の 93 ％が時系列に沿 っ て 出来事 を描写 し

た 。 また絵に 描写 された出来事以外の 叙述 とし

て 、 時系列で 出来事を述 べ た後 に 、 こ うすべ き

で あ っ た等道徳的 なコ メン トで締め くくる例

が 多く見 られ た 。 こ れ に対 し米国 も時系列で述

べ る作文が最も多い もの の 、 出来事の総ま とめ

や評価か ら書き出す作文が 35 ％見 られた 。 米

国の 学生の コ メン トでは 、 出来事 と出来事の 関

連を因果律を使 っ て説明する と い う パ ターン

が最 も多 く見 られた 。 また 4 コ マ 目の 結果か ら

説明 を求め る 英語 の 論文の 形 式を想定 した別

の課題で は 、 日本の 学生が最初の 課題 と変わ ら

ずに最初の コ マ に戻 っ て 時系列で すぺ て の 出

来事を述ぺ たの に対 し、米国の 学生 は結果 に最

も貢献した と思われる出来事の みを選 んで 他

の 出来事を省 略す る傾向が 見 られ た 。 こ れ らの

実験か ら 日本の 学生 は 二 つ の課題 の差 を意識

せ ず時系列で 出来 事を述 べ る傾向が強 い の に

対 し、米国の 学生 は課題に よ り構成を変え る傾

向のあ るこ とが確認 され た 。

4 ．考察

米国 と 日本 にお け る作文法の 違い で顕著なの

は、米国では 書 くもの には どれ に も 「目的 」 が

あ り個 々 が 自分の 考えを表現する ために書 く

目的に最 も適 した様式を選んで その 枠組み を

駆使する ことに重点が置かれる の に対し、 日本

で は作文の 主題 と して どの よ うな こ とが 大切

か （自然に感動 する心、友達 との ふれ合い な ど）

を教師が示 した上で 、 個々 の感情 を生 き生 きと

表現 す る こ とと体験 を通 して ど の ように 自己

が 変わ っ た （成長 した）か を述べ る こ とに注意

が集中す る こ とで あ っ た 。 日本で は作文の 目的

が 前述の 二 点に 絞 られ 、 また運動会や修学旅行

の 思い 出とい っ た学校行事を課題に した作文

の 宿題が 多 く出され る傾向が あるために体験

を時系列で 述 べ なが ら最後 に感想 を述べ る と

い う作文の パ ター ン が 出来上 が る と考え られ

る 。 米国で は特に初等教育の 最終学年 （5年生）

に な る と 、 与え られ た課題 に対 しジャ ン ル （様

式 ）を選択 して書 くこ とが要求され 、 例 えば「私

に とっ て 星条旗 は何を意味す るか 」と い う題が

与 えられ た作文 コ ンテス トの学校代表には、物

語 、
エ ッ セ イ 、 レポー

トの異なる様式の作文が

選 ばれ て いた 。 特 に こ の課題で フ ラ ッ シ ュ バ ッ

クを使 っ た物語形式で 書い た生徒は学年に
一

人 しかお らず 、
「創造的（creative ）で ある 」 と教

師の 高 い 評価 を受けて い た 。 調査か らは、米国

で は何を 目的 に どの ジ ャ ン ル を選 ん で 表現す

る かが個別化の 方法 とな り、日本ではい かに体

験、または 自然の 美 しさとい っ た外界の状況を

内面化 して 描写す るかが 個性を発揮する場 と

して与 え られて い る こ とが示 唆された 。 しか し

な が ら 、 日米両国を通 じて 言える の は、指導法

を大幅に離れ た形で の個性や創造力 とい うの

は 現れ に くい とい うこ とで ある 。 C＋ の 全体評

価 をうけた米国生徒の プ ロ ジ ェ ク トの 中に非

常 に 新 鮮 な 考 え が 見 ら れ 、 教 師 も
”
very

interesting　idea！！
”
と評価 して い る にもか かわ

らず、その考 えが形式に沿 っ て 書か れた もの で

な けれ ば評価はされない 。 評価 の 基準は何か 、

特 に国語におい て 何に 目標が 置か れて い るか

を明 らかにするこ とか ら 「個性」 や 「創造力 」

が どう理解され て い る か の 判断の 材料 が提供

され る と考え られる 。
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